
PCG30-11 会場:A02 時間:5月 26日 16:15-16:30

はやぶさ 2探査機による小惑星サンプル採取に関する研究
Study on asteroid sample collection for Hayabusa-2 spacecraft
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はやぶさ 2は，太陽系における生命材料物質の探求および進化の解明のため，始原天体である C型小惑星 1999JU3か
らのサンプルリターンを目指している．1999JU3の表面状態は未知であるため，サンプル採取手法として，様々な小惑
星表面状態に対応できる弾丸射出方式による試料回収方法が考案された．過去の惑星探査機による現在までの観測から，
小惑星表面は，粉体層であるレゴリス層で覆われていることが知られている．1999JU3においても，レゴリス層が小惑
星表面に広く分布する可能性が高く，レゴリス層からのサンプル採取効率を調べることは重要となる．そこで本研究で
は，小惑星微小重力下でのレゴリスサンプル採取効率，さらにサンプル回収量推定を行うことを目的とする．
　サンプル採取装置は火薬銃,サンプラホーン,キャッチャから構成される.火薬銃による弾丸衝突によるクレータリン

グで放出された小惑星サンプルは，サンプラホーンの中を反射しながら上昇し,キャッチャに収納される仕組みとなって
いる．そこで本研究では，レゴリス層を構成する岩石質の粒子を仮定し，この粒子挙動を実験的・数値解析的に調べた．
採取効率およびサンプル採取量見積もりを行う手順として，はやぶさ 2と同じ環境を模擬したサンプラーホーンを用い
た弾丸射出実験を 1 G下において実施し，粒子挙動を実験的にその場観測する．その後，得られた実験データをもとに，
小惑星微小重力下でのレゴリスからのサンプル採取量の推定を数値シミュレーションによって行うこととする．本研究
により,小惑星微小重力下での採取時の小惑星サンプルの挙動を明らかにすることができた.
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